
第２章 人口・経済・地域社会の将来像

（１）総人口

●将来推計－現状のまま推移した場合、 年後には現在の３分の１まで

急減

国立社会保障・人口問題研究所は、「日本の将来推計人口（平成 年１月

推計）」において、日本の将来推計人口を算定している。

将来推計人口とは、基準となる年の人口を基に、人口が変動する要因であ

る出生、死亡、国際人口移動について仮定を設け、推計した将来の人口であ

る。将来の出生、死亡の推移は不確実であることから、それぞれ中位、高

位、低位の３仮定を設け、それらの組合せにより９通りの推計を行うことが

できる。

例えば、基準となる年の人口を 年 月１日の総人口１億 万人

とし、出生推移を中位（合計特殊出生率について、 年に の実績値

が 年まで推移し、その後、 年までに に下降、その後、 年

までに まで上昇）、死亡推移を中位（平均寿命について、 年には

男性 歳、女性 歳が、 年には 歳、女性 歳まで上

昇）、国際人口移動については、日本人は 年から 年までの入国超

過率の平均値を、外国人は 年以降の入国超過数の平均値として算定す

る。

その結果に基づけば、総人口は 年の１億 万人を経て、 年に

は１億人を割って 万人程度となり、 年には 万人程度になる

ものと推計され、現在の３分の２の規模まで減少することとなる。さらに、

同仮定を長期まで延長すると、 年後の 年には 万人程度になるも

のと推計される。

（1）総人口

17

第
2
章



●将来推計－出生率が回復した場合、人口減少が収束して１億人程度で安定

仮に合計特殊出生率が回復し、将来的に人口減少が収束する状態に到達す

る将来像について推計してみる。

具体的には、出生の仮定だけ変化していくものとし、合計特殊出生率が

年までに人口置換水準である まで急速に回復し、それ以降も同水準

を維持すると仮定する。なお、死亡の仮定は中位とし、国際人口移動の仮定

は加味しないものとする。

その結果としては、 年には総人口が 年代前半の水準である 億

万人となるものと推計される。さらに、 年代半ばには人口減少が収束

し、 年には 年代後半の水準である 万人程度となり、微増・ほ

ぼ横ばいになるものと推計される。

  

＜図表 日本の将来推計人口＞

（備考）

１． 年から 年までの実績は、総務省「国勢調査報告」「人口推計年報」、厚生労働省「人口動態統計」

をもとに作成。

２．社人研中位推計は、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成 年１月推計）」をもとに

作成。合計特殊出生率は、 年まで概ね で推移し、その後、 年までに に低下し、その後概ね

で推移。
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●現在までの総人口の推移－ 年から死亡数が出生数を上回るように

なった

戦後以降の現在までの総人口の推移をみると、まず 年代は ～ 年

に起きた第一次ベビーブームの影響により、総人口は大きく増加を始めた。

年代は、多くの先進諸国と同様に多産少死から少産少死へとシフトす

る人口転換が起きた。合計特殊出生率は （ 年）から （ 年）

へ急激に低下し、出生数も年間 万人（ 年）から年間 万人（

年）へ急激に減少した。一方死亡数は、長寿化に伴い年間 万人（ 年）

から年間 万人（ 年）へ減少した。その結果、総人口は増加していっ

た。

年代は高度経済成長の中、総人口は安定的に増加を続けた。合計特

殊出生率は ～ 程度で推移し、一方、死亡数は年間 万人程度で推移

し続けた。その結果、総人口は 年には 億 万人となり、初めて１億

人を超えた。

年代は第二次ベビーブームの影響もあり、再び総人口が大きく増加し、

出生数は 年には 万人となった。しかし、合計特殊出生率が 年

に人口置換水準（親世代と子世代の人数が等しくなる出生率の水準。日本の

＜図表 日本の将来推計人口（将来の人口減少が収束する場合）＞

（備考）出生率回復ケースは、 年の男女年齢別人口を基準人口とし、 年に合計特殊出生率が まで上

昇し、それ以降同水準が維持され、生残率は 年以降社人研中位推計の仮定値（ 年までに平均寿命

が男性 年、女性 年に上昇）をもとに推計。
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場合は ）を下回り、 年代末には （ 年）まで低下したため、

出生数は減少することとなった。

年代においても総人口は緩やかに増加し続けた。 年代同様に、合計

特殊出生率の低下に伴い出生数が減少し続けたが、依然として死亡数を上回

っていた。なお、合計特殊出生率は 年にひのえうま（ 年）を下回

る を記録した。合計特殊出生率が低下を続けた要因として、ライフスタ

イルに対する価値観の多様化や女性の社会進出に伴う未婚化・晩婚化の進行

等が指摘されている。

年代から現在にかけて、総人口は 年に最多の 億 万人と

なった。しかし、同年前後から死亡数が出生数を上回り推移するようになり、

減少に転じた。直近の 年は 億 万人となっている。合計特殊出

生率は 年代以降も緩やかに低下を続け、 年には過去最低の とな

ったが、その後は微増に転じ、直近（ 年（概数））は となった。ま

た、出生数は合計特殊出生率の低下に伴い減少を続け、一方、死亡数は 歳

以上の高齢者の増加に伴い増加を続けた。そのため、死亡数が出生数を上回

る結果となった。なお、直近の 年（概数）には死亡数が 万人、出生

数が 万人となった。

＜図表 日本の総人口・出生数・死亡数の長期的推移＞

（備考）総務省「国勢調査報告」「人口推計年報」、厚生労働省「人口動態統計」（ 年は概数）をもとに作成
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